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外部資金獲得


感染予防部門

佐藤賢文（代表）AMED研究費感染症実用化研究事業「高精細核酸解析技術と先駆的ウイルス動態解析技術との融合による HIV潜伏感染克服へ向けた新規治療標的創出研究」

佐藤賢文（代表）AMED研究費医療分野国際科学技術共同研究開発推進事業「ヒトＴ細胞白血病ウイルス1型：シングルセル解析によるウイルス遺伝子発現の多様性解析およびその制御機序解明研究」

佐藤賢文（代表）AMED研究費感染症研究革新イニシアティブ事業「単一細胞分析データマイニングによるHTLV-1持続潜伏感染機構の解明」

佐藤賢文（代表）科学研究費基盤研究C「高精細HIV-1トランスクリプトームと慢性持続感染病態との関連性解析研究」

佐藤賢文（代表）科学研究費国際共同研究強化B「Dynamic evolution and different pathogenesis of HTLV-1 across multiple continents revealed by next generation sequencing technology」

佐藤賢文（代表）AMED研究費エイズ対策実用化研究事業「HIV Cureを目指した新規作用機序を有する抗HIV薬開発研究」

佐藤賢文（代表）AMED研究費感染症実用化研究事業「HIV感染制御の網羅的解析による潜伏機序の解明とその治癒戦略策定」

上野貴將（代表）科学研究費基盤研究B「広範な中和活性を有する抗HIV抗体の分離とその産生に関わる宿主因子の探索」

上野貴將（代表）日本学術振興会拠点形成事業「HIV感染症の根絶をめざしたアジア・アフリカ研究教育拠点」

上野貴將（代表）科学研究費挑戦的研究「母子垂直感染後に成長したHIV陽性小児の分子疫学研究」

上野貴將（代表）科学研究費基盤研究B「サブサハラアフリカ地域における抗HIV療法下で残存するリザーバーウイルスの解析」

本園千尋（代表）科学研究費基礎基盤C「抑制型免疫受容体が内因性脂質変化を感知して誘導する新たな免疫応答制御機構の解明」

豊田真子（代表）日本学術振興会二国間交流事業「サブサハラアフリカにおける母子感染エイズウイルス変異株の動向」

豊田真子（代表）科学研究費若手研究「細胞膜上での宿主-ウイルス因子群の攻防がHIV-1病態形成に与える影響」

松下修三（代表）AMED研究費エイズ対策実用化研究事業「中和抗体によるHIV感染症の治癒を目指した研究開発」

松下修三（代表）科学研究費基盤研究B「抗イディオタイプ抗体を用いたHIV中和抗体誘導の基礎研究」

松下修三（代表）厚労省エイズ対策政策研究事業「エイズ予防指針に基づく対策の推進のための研究」

松下修三（代表）AMED研究費エイズ対策実用化研究事業「国内流行HIV及びその薬剤耐性株の長期的動向把握に関する研究」

松下修三（代表）科学研究費基盤研究C「HIV感染に伴う認知機能障害(HAND)早期診断の為のスクリーニング検査の開発」

松下修三（代表）スマートバイオ産業・農業基盤技術事業「昆虫（カイコ等）による医薬品・有用タンパク質・新高機能素材の製造技術の開発・実用化」
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久保田龍二（代表）科学研費基盤研究C「HTLV-1感染細胞を標的としたHAMの新規治療法開発」

久保田龍二（分担）厚生労働科学研究費「HAM ならびに類縁疾患の患者レジストリを介した診療連携モデルの構築によるガイドラインの活用促進と医療水準の均てん化に関する研究」

久保田龍二（分担）AMED研究費新興・再興感染症に対する革新的医薬品等開発推進研究事業「HTLV-1の疫学研究及び総合対策に資する研究」

久保田龍二（分担）文部科研費基盤研究C「HTLV-1関連眼疾患の診断法確立のための臨床的研究」

田中正和（分担）AMED研究費感染症実用化研究事業「HTLV-1感染・発症予防ワクチン開発に関する研究」

鈴伸也（代表）科学研究費基盤研究B「HIV-1潜伏感染細胞fibrocytesの意義と特性の解明」

鈴伸也（代表）科学研究費挑戦的研究萌芽「細胞膜ナノチューブを標的とする新規HIV抑制法の確立」

鈴伸也（代表）AMED研究費エイズ対策実用化研究事業「真のHIVリザーバーの同定と排除を目指した研究」

池田輝政（代表）科学技術人材育成費補助金卓越研究員事業「宿主因子APOBEC3Gの抗HIV-1活性の強化を目的とした制御機序の解明」
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馬場昌範（代表）科学研究費基盤研究B「アモジアキンおよび誘導体の抗SFTSV効果に関する研究」

馬場昌範（代表）AMED研究費橋渡し研究戦略的推進プログラム（シーズB）「抗重症熱性血小板減少症候群（SFTS）薬としての新規アモジアキン誘導体の開発研究」

岡本実佳（代表）科学研究費基盤研究C「エイズ根治療法を目指したHIV-1慢性感染細胞を選択的に殺傷する薬剤の開発」

馬場昌範（代表）共同研究費「新規抗ウイルス薬の創製に関する研究」

岡本実佳（代表）共同研究費「Galectin-3を標的としたキメラ抗原受容体発現T細胞によるHIV-1慢性感染細胞特異的殺傷療法の開発」

馬場昌範（分担）AMED研究費感染症実用化研究事業・肝炎等克服実用化研究事業「B型肝炎ウイルスの感染複製増殖機構解明による創薬基盤形成に関する研究」

草野秀一（代表）科学研究費基盤研究C「HTLV-1タンパク質によるHIF-1αを標的とした感染細胞制御機構の解析」

池田正徳（分担）AMED研究費感染症実用化研究事業・肝炎等克服実用化研究事業「実用化に向けたB型肝炎新規治療薬の探索及び最適化」

岡田誠治（代表）医療分野国際科学技術共同研究開発推進事業戦略的国際共同研究プログラム（タイ・アメリカ）「肝吸虫感染を起因とするPDXの開発と胆管がんの個別化医療への展開」

岡田誠治（代表）地域企業共同研究推進・事業化サポート2019「腫瘍組織の皮下移植用針の開発」

岡田誠治（代表）科学研究費基盤研究B「低酸素免疫応答の解明と免疫システムを用いた集学的治療への展開」

岡田誠治（代表）科学研究費基盤研究B「ヒトiPS細胞由来ネフロン誘導法に基づく腎細胞癌多段階発がん機構と治療開発基盤」
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松下修三、桑田岳夫、郭悠. 特願2019-180305号2019年9月30日

松下修三、桑田岳夫、清水衛、冨田正浩、道下眞弘. 特願2019-166040号 2019年9月12日

松下修三、桑田岳夫、清水衛、冨田正浩、道下眞弘. PCT/JP2019/042184 2019年10月28日

松下修三、桑田岳夫、清水衛、冨田正浩、道下眞弘. 18023TW36 2019年10月28日（台湾） 

馬場昌範、外山政明、榊原紀和. 16/479081 2019年7月18日（米国） 201880007680.6 2019年7月19日（中国） 10-2019-7021393 2019年7月22日（韓国） 18741625 2019年7月25日（欧州）

池田正徳、武田緑、加藤宣之. 特願2016-048508 特許第6656670号 2020年2月7日
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